
令和５年度 「教育実践報告」の募集について 

 
 各学校・各教育機関の教職員を対象として教育実践報告を募集します。令和３年度から、若手教職員（年

齢３５歳未満の教職員等）の皆様を対象とした「ヤング部門」を新設しています。 
つきましては、下記により多くの教職員の方々からご応募いただきますようお知らせいたします。 

 なお、本事業は、埼玉県教育委員会、さいたま市教育委員会、埼玉県公立小学校校長会、埼玉県中学校長

会、埼玉県高等学校長協会から後援をいただいております。 
 
                        記 
１ 趣 旨 

埼玉県内各学校・教育機関における個人（グループを含む）または学校を対象として、優れた教育実践 

報告を表彰し、研究助成金を贈呈するとともに、教弘文庫「教育実践報告集」として刊行し、県内各学校・

教育機関に配布して、本県教育の振興に寄与する。 

 

２ 応募部門 

（１）ヤング部門  年齢３５歳未満の教職員等の個人を対象 

（２）一般部門  年齢３５歳以上の教職員等の個人及びグループ（年齢は不問）を対象 

（３）学校部門  埼玉県内の学校を対象 

なお、（１）、（２）における年齢の基準日は、令和５年４月１日とします。 

 

３ 実践・研究の分野とその対象 

（１）教科指導を主とするもの・・・ヤング部門、一般部門（グループを含む）、学校部門 
（２）教科指導以外の分野の指導に関するもの・・ヤング部門、一般部門（グループを含む）、学校部門 

（３）学校運営、学校間連携、保護者・地域社会との連携などに関するもの・・・学校部門 

 

４ 応募要件 

（１）応募は、実践に基づくものとし、ヤング部門、一般部門（グループを含む）の場合は、個人１人（１

グループ）につき１編、学校部門の場合は、学校１校につき１編の応募とします。 

（２）公的機関等への研究委嘱等に関わる報告書、研究会・市販の図書・教育誌等に既に発表したもの及び

他団体に応募済みのものなどは応募できません。 

（３）過去３年以内（令和２年度から令和４年度）の優秀賞・優良賞の受賞者は応募できません。 

（４）応募された原稿の著作権は当支部に帰属し、提出いただいたもの（写真等を含む）は返却しません。 

 

５ 応募形式及び「応募要件確認書」 

（１）表紙に、１．「上記 ２」の部門（１）ヤング部門、（２）一般部門（グループ含む）、（３）学校部門の

いずれの応募であるか、２．「上記３」の分野（１）、（２）、（３）のいずれであるか、３．所属校・職

名・氏名（グループの場合は代表者名、学校の場合は校長名）、４．研究主題、５．研究副題、６．研

究の要旨（８００字以内）を記入します。 

（２）２ページ目は、初めの６行分を用いて、研究主題、研究副題、所属校、職名、氏名（グループの場合

は代表者名、学校の場合は校長名）を記入します。本文は、７行目から書き出します。Ａ４判の用紙を

横書き・縦長で使用し、１枚につき、２４字×４３行×２段組（フォント10.5）のパソコン印字による

もの４枚以内（写真、図表等すべての資料を含む。）とし、文章化（日本語による。）することとします。

パワーポイントは不可とします。 

   上記（１）、（２）は当支部HPよりワード文書にて入力可能です。 

（３）「上記４」の（２）及び（３）を確認するための「応募要件確認書」を提出します。 

   当支部HPよりダウンロード（PDFデータ）にて出力可能です。 

（４）応募形式を大幅に逸脱する場合には、審査の対象とならないことがあります。 

 

６ 応募期限 令和５年９月１日（金）必着 （上記５－（１）、（２）、（３）を簡易書留でお送りください。） 

    

 

 



 

７ 審査及び審査基準 

（１）審査・選考は、（公財）日教弘理事長が委嘱する審査委員が行い、支部長が決定します。 

（２）審査基準 

  ①内容が、当面する教育課題に対しての取り組み、実践であること。 

  ②実践の成果として、児童・生徒や学校、地域社会等の変容が具体的に見えること。 

  ③実践に傾けるひたむきな努力や熱意が感じられること。 

 

８ 表彰等・・・ヤング部門、一般部門（グループを含む）、学校部門ごとに（１）のとおり表彰します。 

（１）「優秀賞」数編に各１０万円、「優良賞・佳作」数編に各５～１万円を贈り、入選以外の応募者には 

記念品を贈呈します。 

（２）優れた実践報告は、教弘文庫「教育実践報告集」として刊行し、県内各学校・教育機関に配布します。 

（３）「優秀賞」の中から数編を「日教弘教育賞」論文募集（後援：文部科学省）に推薦します。 

 

９ 応募・ 問い合わせ先 

   〒330-0063   さいたま市浦和区高砂３－１２－２４ 

公益財団法人 日本教育公務員弘済会埼玉支部  教育実践報告係 

 

１０ その他 

募集により取得した個人情報は、当事業実施のための連絡等以外には使用いたしません。 

 

 



記入例①        表 紙 

1 
 

１. 部 門  ヤング部門 

 
２．分 野 （２）教科指導以外の分野の指導に関するもの 
 

３．所属校 埼玉県〇〇郡〇〇町立〇〇小学校     
  職 名 教諭          
  氏 名 ○○ ○○ 

 
４. 研究主題             

小学校の運動会について       

 
５. 研究副題                            
  競技を中心とした取組                

                                       
６. 研究の要旨（８００字以内） 
 あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ

ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 

①項目を消さずに入力してください。 
②こちらは48字×28行×1段組（フォント10.5）A4判で設定しております。

字数・行数に影響するため、フォント等の設定は変更しないでください。 

➂ 所属校・職名・氏名・研究主題・研究副題は、必ず論文と同一の内容

を入力してください。 



 
 

1 
  

【研究主題】 小学校の運動会について 

 

【研究副題】 競技を中心とした取組 

 

               【学校・団体名】埼玉県○○郡〇〇町立〇〇小学校       

【職名・氏名】教諭 〇〇 〇〇        
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①応募者記載欄は、研究主題、研究副題、応募者の所属学校 

（団体）・職名・氏名が必須項目となります。 

 上記を1～6行目×2段組（フォント10.5～12）で行数 

が本文と併せて43行になるように記入してください。 

➂ 学校名（都道府県・市区町村を含め）・団体名は正式名称をご記入ください。 

・学校部門・・・応募者は校長となります。 

・ヤング部門、一般部門・・・応募者の所属学校名、職名、氏名を記入してください。

※ グループの応募者はグループの代表者となります。なお、所属学校名を 

グループ名に換えて応募することも可能です。 

④ 本文は「24字×43行×2段組（フォント10.5）A4判横書き」とします。字数・行数に影響するため、 

フォント等の設定は変更しないでください。 

（ただし、字数・行数が上記のとおり印字される場合に限り、フォントの大きさは変更可能です） 

⑤ 論文は、応募者記載欄（6行）・本文・図表や写真等の資料（A4判1ページ程度の分量以内）を全て 

含めてA4判4ページで作成してください。 

② 研究副題がない場合は、（なし）と 

ご記入ください。項目や行の削除 

は行わないでください。 


